
編
集
後
記

　暖
か
い
日
差
し
に
心
も
弾

む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
、
先
の
見

え
な
い
不
安
に
駆
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
あ

た
り
前
が
通
用
し
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
新
た
な
可
能
性

も
芽
生
え
始
め
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
、
現
状
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
な
が
ら
変
化

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
た
ち
議
員
の
任
期
も

折
り
返
し
地
点
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
ん
な
時
こ
そ
笑
顔
と

希
望
を
忘
れ
ず
に
町
民
の
力

を
合
わ
せ
、
よ
り
良
い
未
来

へ
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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２月臨時会や３月定例会の内容をお伝えします
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　八ッ場ダムを望む湖岸に綺麗な桜が咲きました。この桜は、八ッ場あがつま湖の周囲を桜でいっ

ぱいにする「やんば一万本桜プロジェクト」によって植樹されたもので、多くの方から寄付金・募

金が集まり現在までに約３，０００本の苗木が植えられました。令和2年には地元有志を中心に「桜

守の会」が発足し、維持管理等のボランティア活動により大切に育てられています。
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野
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だ
よ
り

「やんば一万本桜プロジェクト」湖岸を彩る
いろど

ＱＲコードから議会

だよりをダウンロー

ドできます
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表紙：長野原町立中央小学校開校記念式典



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１２７　 　２３　　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１２７

２月臨時会・３月定例会

○２月臨時会（会期2/17）

　条例改正　　　　　　………　１件

　契約締結　　　　　　………　１件

　補正予算　　　　　　………　２件

　

　合　　計　　　　　　………　４件

　 主なものを当㌻より掲載します。

○３月定例会（会期3/4ｰ3/18）

　人事案件　　　　　　………　２件

　条例制定･改正･廃止　………２１件

　財産の譲渡・無償貸与………　２件

　町道路線認定・廃止　………　２件

　工事請負契約変更　　………　１件

　補正予算　　　　　　………　８件

　当初予算　　　　　　………１１件

　その他　　　　　　　………　７件

　

　合　　計　　　　　　………５４件

２月臨時会と３月定例会で

こんなことが決まりました

■３月定例会で可決した議案一覧

■２月臨時会で可決した議案一覧

人権擁護委員とは？

⇒人権相談を受けたり、人権の考えを広める活動をする人。

定住促進住宅とは？

⇒住宅に困っている人の定住化を促進する住宅。林地区中原住宅と同様。

当
町
初
の
女
性
教
育
長

　教
育
委
員
会
教
育
長
な
ど

２
行
政
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
下
表
の
と
お
り
任
命

の
同
意
な
ど
を
し
ま
し
た
。

教
育
長
と
し
て
２
期
６
年
に

わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
市
村
隆

宏
氏
は
今
期
限
り
で
退
任
と

な
り
後
任
と
し
て
、
当
町
初

の
女
性
教
育
長
と
な
る
小
林

敦
子
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。 

　ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
に

は
、
今
期
限
り
で
退
任
と
な

る
萩
原
和
子
氏
の
後
任
と
し

て
、
山
口
百
合
子
氏
を
適
任

と
承
認
し
ま
し
た
。

人事案件

議

　
　案

同
意

諮
問

発
委

発
議

議

　
　
　
　
　
　案

（１）教育長（敬称略）

氏　名

小林 敦子

地区名

林

備　考

新　任

（２）人権擁護委員（敬称略）

氏　名

山口百合子

地区名

応　桑

備　考

新　任

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

新型コロナウイルス感染症に関する防疫業務に従事した診療所医師等
に特殊勤務手当を支給するもの。

情報通信整備を行った光ファイバについて賃貸借契約を締結する
もの。

令和２年度一般会計、へき地診療所特別会計を補正するもの。

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

光ファイバ芯線賃貸借契約締結

教育長の任期満了に伴い、小林氏（新任・林）の任命について同意を求
めるもの。

教育委員会教育長の任命同意

委員の任期満了に伴い、山口氏（新任・応桑）を適任として承認を求め
るもの。

人権擁護委員候補者の推薦

館林市が事務の共同処理に加わることに伴い協議が必要となった
もの。

県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議

県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体に加入するため、町

等の共同設置及び規約を廃止し、併せて職員定数条例の一部を改正す

るもの。

県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体への加入

町等公平委員会の共同設置廃止

町等公平委員会共同設置規約の廃止

職員定数条例の一部改正

公平委員会共同設置及び町営浅間園運営審議会規則廃止、運動部活動
指導員制度変更に伴い改正するもの。

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
改正

行政機関に係る申請、届出などの手続について、インターネットの利用
を可能にするもの。

行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例制定

公職選挙法の一部改正に伴い、選挙公営として選挙運動用に対する自
動車の使用、ビラの作成、ポスターの作成が拡大されたもの。

議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例制
定

浅間火山博物館の閉館及び浅間園の運営方法変更並びに浅間記念館の

移転に伴い、関係条例の廃止及び制定をするもの。

浅間火山博物館の設置及び管理に関する条例の廃止

町営浅間園施設利用料条例の廃止

町営浅間園の設置及び管理に関する条例制定

浅間記念館の設置及び管理に関する条例制定

八ッ場ダム生活再建対策支援事業が終了したため廃止するもの。八ッ場ダム生活基盤安定対策基金条例の廃止

事業完了などに伴い、３特別会計を削除するもの。特別会計条例の一部改正

新型インフルエンザ特措法の改正により、新型コロナウイルス感染症の
定義条文を改正したもの。

国民健康保険条例の一部改正

介護保険法に基づく３年ごとの見直しのため保険料率の改定を行うも
の。

介護保険条例の一部改正

厚生労働省令の改正に伴い、省令で定める基準に合わせるため改正す

るもの。

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例
の全部改正

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の全部改正

厚生労働省令の改正に伴い、利用者の人権擁護及び虐待の防止などに

必要な体制整備の内容を定めるもの。

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準等を定める条例の一部改正

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る基準等を定める条例の一部改正

マイナンバーカードによる保険証関係のオンライン資格確認などの実施
に伴い改正するもの。

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

売店施設の使用料適用除外条項の追加及び使用料の見直し（３１万円
→２０万円）に伴い条例を改正するもの。

浅間牧場売店施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

クラインガルテンやんばの使用期間見直し（５年→１０年）に伴い条例を
改正するもの。

クラインガルテンやんばの設置及び管理に関する条例の一部改正

学校統合に伴い、林住宅の児童増員を推進する目的が終了したため、定

住促進住宅とする関係条例の改正及び廃止をするもの。

定住促進住宅設置及び管理に関する条例の一部改正

林住宅設置及び管理に関する条例の廃止

町の普通財産３筆を国土交通省へ譲渡するもの。普通財産の譲渡

川原湯で一体管理されている新湯及び元の湯源泉を川原湯区へ無償貸
与するもの。

財産の無償貸与

土地改良事業により、複数の字にまたがる区域が生じるため変更する
もの。

字の区域の変更（大字横壁地内）

八ッ場ダム建設事業による道路改良工事完了に伴い、起終点が変更に
なるため認定するもの。

町道路線認定（林線）

八ッ場ダム建設事業による道路改良工事完了に伴い、認定する路線の
起終点及び路線が変更になるため廃止するもの。

町道路線廃止（林線他１路線）

工事請負契約の事業費確定に伴い変更契約を締結するもの。工事請負契約の変更（町道９－３５号線道路災害復旧工事）

令和２年度一般会計や国民健康保険など７特別会計を補正するもの。令和２年度一般会計・７特別会計補正予算

令和３年度の各会計予算を定めるもの。令和３年度一般会計・８特別会計・２事業会計予算

当該意見書について関係機関へ提出を求めるもの。最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の提出

当該要望書について関係機関へ提出を求めるもの。防災ヘリコプター「はるな」墜落事故慰霊碑建立等に係る要望書の提出

一般会計・１特別会計補正予算
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ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１２７　 　２３　　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１２７

２月臨時会・３月定例会

○２月臨時会（会期2/17）

　条例改正　　　　　　………　１件

　契約締結　　　　　　………　１件

　補正予算　　　　　　………　２件

　

　合　　計　　　　　　………　４件

　 主なものを当㌻より掲載します。

○３月定例会（会期3/4ｰ3/18）

　人事案件　　　　　　………　２件

　条例制定･改正･廃止　………２１件

　財産の譲渡・無償貸与………　２件

　町道路線認定・廃止　………　２件

　工事請負契約変更　　………　１件

　補正予算　　　　　　………　８件

　当初予算　　　　　　………１１件

　その他　　　　　　　………　７件

　

　合　　計　　　　　　………５４件

２月臨時会と３月定例会で

こんなことが決まりました

■３月定例会で可決した議案一覧

■２月臨時会で可決した議案一覧

人権擁護委員とは？

⇒人権相談を受けたり、人権の考えを広める活動をする人。

定住促進住宅とは？

⇒住宅に困っている人の定住化を促進する住宅。林地区中原住宅と同様。

当
町
初
の
女
性
教
育
長

　教
育
委
員
会
教
育
長
な
ど

２
行
政
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
下
表
の
と
お
り
任
命

の
同
意
な
ど
を
し
ま
し
た
。

教
育
長
と
し
て
２
期
６
年
に

わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
市
村
隆

宏
氏
は
今
期
限
り
で
退
任
と

な
り
後
任
と
し
て
、
当
町
初

の
女
性
教
育
長
と
な
る
小
林

敦
子
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。 

　ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
に

は
、
今
期
限
り
で
退
任
と
な

る
萩
原
和
子
氏
の
後
任
と
し

て
、
山
口
百
合
子
氏
を
適
任

と
承
認
し
ま
し
た
。

人事案件

議

　
　案

同
意

諮
問

発
委

発
議

議

　
　
　
　
　
　案

（１）教育長（敬称略）

氏　名

小林 敦子

地区名

林

備　考

新　任

（２）人権擁護委員（敬称略）

氏　名

山口百合子

地区名

応　桑

備　考

新　任

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

新型コロナウイルス感染症に関する防疫業務に従事した診療所医師等
に特殊勤務手当を支給するもの。

情報通信整備を行った光ファイバについて賃貸借契約を締結する
もの。

令和２年度一般会計、へき地診療所特別会計を補正するもの。

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

光ファイバ芯線賃貸借契約締結

教育長の任期満了に伴い、小林氏（新任・林）の任命について同意を求
めるもの。

教育委員会教育長の任命同意

委員の任期満了に伴い、山口氏（新任・応桑）を適任として承認を求め
るもの。

人権擁護委員候補者の推薦

館林市が事務の共同処理に加わることに伴い協議が必要となった
もの。

県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議

県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体に加入するため、町

等の共同設置及び規約を廃止し、併せて職員定数条例の一部を改正す

るもの。

県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体への加入

町等公平委員会の共同設置廃止

町等公平委員会共同設置規約の廃止

職員定数条例の一部改正

公平委員会共同設置及び町営浅間園運営審議会規則廃止、運動部活動
指導員制度変更に伴い改正するもの。

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
改正

行政機関に係る申請、届出などの手続について、インターネットの利用
を可能にするもの。

行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例制定

公職選挙法の一部改正に伴い、選挙公営として選挙運動用に対する自
動車の使用、ビラの作成、ポスターの作成が拡大されたもの。

議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例制
定

浅間火山博物館の閉館及び浅間園の運営方法変更並びに浅間記念館の

移転に伴い、関係条例の廃止及び制定をするもの。

浅間火山博物館の設置及び管理に関する条例の廃止

町営浅間園施設利用料条例の廃止

町営浅間園の設置及び管理に関する条例制定

浅間記念館の設置及び管理に関する条例制定

八ッ場ダム生活再建対策支援事業が終了したため廃止するもの。八ッ場ダム生活基盤安定対策基金条例の廃止

事業完了などに伴い、３特別会計を削除するもの。特別会計条例の一部改正

新型インフルエンザ特措法の改正により、新型コロナウイルス感染症の
定義条文を改正したもの。

国民健康保険条例の一部改正

介護保険法に基づく３年ごとの見直しのため保険料率の改定を行うも
の。

介護保険条例の一部改正

厚生労働省令の改正に伴い、省令で定める基準に合わせるため改正す

るもの。

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例
の全部改正

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の全部改正

厚生労働省令の改正に伴い、利用者の人権擁護及び虐待の防止などに

必要な体制整備の内容を定めるもの。

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準等を定める条例の一部改正

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る基準等を定める条例の一部改正

マイナンバーカードによる保険証関係のオンライン資格確認などの実施
に伴い改正するもの。

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

売店施設の使用料適用除外条項の追加及び使用料の見直し（３１万円
→２０万円）に伴い条例を改正するもの。

浅間牧場売店施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

クラインガルテンやんばの使用期間見直し（５年→１０年）に伴い条例を
改正するもの。

クラインガルテンやんばの設置及び管理に関する条例の一部改正

学校統合に伴い、林住宅の児童増員を推進する目的が終了したため、定

住促進住宅とする関係条例の改正及び廃止をするもの。

定住促進住宅設置及び管理に関する条例の一部改正

林住宅設置及び管理に関する条例の廃止

町の普通財産３筆を国土交通省へ譲渡するもの。普通財産の譲渡

川原湯で一体管理されている新湯及び元の湯源泉を川原湯区へ無償貸
与するもの。

財産の無償貸与

土地改良事業により、複数の字にまたがる区域が生じるため変更する
もの。

字の区域の変更（大字横壁地内）

八ッ場ダム建設事業による道路改良工事完了に伴い、起終点が変更に
なるため認定するもの。

町道路線認定（林線）

八ッ場ダム建設事業による道路改良工事完了に伴い、認定する路線の
起終点及び路線が変更になるため廃止するもの。

町道路線廃止（林線他１路線）

工事請負契約の事業費確定に伴い変更契約を締結するもの。工事請負契約の変更（町道９－３５号線道路災害復旧工事）

令和２年度一般会計や国民健康保険など７特別会計を補正するもの。令和２年度一般会計・７特別会計補正予算

令和３年度の各会計予算を定めるもの。令和３年度一般会計・８特別会計・２事業会計予算

当該意見書について関係機関へ提出を求めるもの。最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の提出

当該要望書について関係機関へ提出を求めるもの。防災ヘリコプター「はるな」墜落事故慰霊碑建立等に係る要望書の提出

一般会計・１特別会計補正予算
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ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１２７　 　４５　　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１２７

２月臨時会・３月定例会（条例改正・契約変更） ２月臨時会・３月定例会（条例改正・条例制定）
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図
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選挙公営とは？

⇒自治体などが個々の候補者の選挙費用の一部または全部を負担すること。

手
続
き
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。

　公
職
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挙
法
の
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部
改
正

に
伴
い
、
選
挙
立
候
補
の
環

境
改
善
と
な
る
選
挙
公
営
が

拡
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、
候
補
者
の
費
用
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ま
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尚
、
法
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正
に
伴
い
、
町
議

会
議
員
選
挙
に
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て
供
託

金
制
度
が
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さ
れ
ま
し

た
。

■
選
挙
公
営
の
対
象

（
金
額
等
は
規
定
の
範
囲
内
）

①
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用

②
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

③
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の

作
成

条例改正条例制定

町営浅間園をリニューアル

浅間牧場売店
　使用料を減額

介護保険料見直される

　４月より浅間火山博物館の機能を旧浅間記念館

に移設して浅間山北麓ビジターセンターの名称で

リニューアルオープンしました。また、バイク展

示を行う新たな浅間記念館は、浅間牧場売店施設

を利用して４月２３日にオープンしました。

　浅間牧場売店の利用促進を図るた

め、町で利用する場合の適用除外及

び売店使用料の見直しの規定を整備

しました。売店使用料は、現行、年間３

１万円を２０万円に引き下げました。

　　　

　介護保険法に基づき３年ごとの見直しが行われ、令和３～５年度まで適用とされる保険料基準額

の改正を可決しました。保険料基準額については、第８期の介護保険事業計画策定の際に被保険者

数やサービス利用料の推移などを基に算定し介護保険事業懇談会で協議了承されたものです。

※１　介護保険料の算定の基準となる合計所得金額は、①合計所得金額から長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額と保険料段階が、１～５段
階の人については、公的年金等所得額を差し引いた所得金額をいいます。②平成30年度税制改正により、年金収入に係る雑所得及び給与所得があ
る場合は、介護保険法施行令に定める計算により算定します。

※２　各段階の保険料基準額は、第5段階の保険料基準額に各段階の保険料率を乗じた額となります。

契
約
変
更

条
例
制
定

・生活保護受給者

・世帯全員が町民税非課税かつ老齢福祉年金受給者

・世帯全員が町民税非課税かつ本人の課税年金収入と合計所得

　金額の合計が８０万円以下

世帯全員が町民税非課税かつ本人の課税年金収入と合計所得金額の

合計が８０万円超１２０万円以下

世帯全員が町民税非課税かつ本人の課税年金収入と合計所得金額の

合計が１２０万円超

本人が町民税非課税（世帯内に課税者がいる）かつ課税年金収入と

合計所得金額の合計８０万円以下

本人が町民税非課税（世帯内に課税者がいる）かつ課税年金収入と

合計所得金額の合計８０万円超

本人が町民税課税かつ合計所得金額１２０万円未満

本人が町民税課税かつ合計所得金額１２０万円以上２００万円

（改正後：２１０万円）未満

本人が町民税課税かつ合計所得金額２００万円以上３００万円未満

（改正後：２１０万円以上３２０万円未満）

本人が町民税課税かつ合計所得金額３００万円

（改正後：３２０万円）以上

段階 対象者※１
改正前基準額年額

（月額）

保険料率

※２

改正後基準額年額

（月額）

（単位：円）■介護保険料新旧比較表

１８，８００

（１，５６０）
０．３

０.５

０.７

０.９

１

１.２

１.３

１.５

１.７

1

２

３

４

５

６

７

８

９

１９，５００

（１，６２０）

３１，２００

（２，６００）

３２，４００

（２，７００）

４３，７００

（３，６４２）

４５，４００

（３，７８０）

５６，１００

（４，６８０）

５８，４００

（４，８６０）

６２，４００

（５，２００）

６４，８００

（５，４００）

７４，８００

（６，２４０）

７７，８００

（６，４８０）

８１，１００

（６，７６０）

８４，３００

（７，０２０）

９３，６００

（７，８００）

９７，２００

（８，１００）

１０６，０００

（８，８４０）

１１０，２００

（９，１８０）

介護保険料について

⇒財源は、国1/4、県1/8、町1/8、被保険者1/2で運営。

など

○浅間山北麓ビジターセンター

開園日

開園時間

利用料

利用料

金～日曜日（他の曜日が国民の祝日または学校が指定する祝日は営業）

９時～１７時

浅間山北麓ビジターセンター

（自然遊歩道利用料含む）

スカイロックトレイル

（上記施設利用料含む）

３００円

１００円

１，０００円

５００円

一般（高校生以上）・・・・

小中学生・・・・・・・・・

一般（高校生以上）・・

小中学生・・・・・・・・・

※なお、町民、未就学児は無料。身体障害者手帳などの交付を受けている者とその付添１名は半額。

○浅間記念館

開園日

開園時間

木～月曜日（他の曜日が国民の祝日または学校が指定する祝日は営業）

１０時～１６時

一般（高校生以上）・・・・・・・ ５００円

上記※に小中学生無料を追加

工事請負契約変更
事業費確定に伴い契約変更

条例改正

工事名 契約金額 契約先 備　考

（千円以下切捨）■３月定例会で可決した契約一覧

町道９ー35号線道路
災害復旧工事

９，９５８万円 都建設株式会社 変更額278万円
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条例改正条例制定

町営浅間園をリニューアル

浅間牧場売店
　使用料を減額

介護保険料見直される

　４月より浅間火山博物館の機能を旧浅間記念館

に移設して浅間山北麓ビジターセンターの名称で

リニューアルオープンしました。また、バイク展

示を行う新たな浅間記念館は、浅間牧場売店施設

を利用して４月２３日にオープンしました。

　浅間牧場売店の利用促進を図るた

め、町で利用する場合の適用除外及

び売店使用料の見直しの規定を整備

しました。売店使用料は、現行、年間３

１万円を２０万円に引き下げました。

　　　

　介護保険法に基づき３年ごとの見直しが行われ、令和３～５年度まで適用とされる保険料基準額

の改正を可決しました。保険料基準額については、第８期の介護保険事業計画策定の際に被保険者

数やサービス利用料の推移などを基に算定し介護保険事業懇談会で協議了承されたものです。

※１　介護保険料の算定の基準となる合計所得金額は、①合計所得金額から長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額と保険料段階が、１～５段
階の人については、公的年金等所得額を差し引いた所得金額をいいます。②平成30年度税制改正により、年金収入に係る雑所得及び給与所得があ
る場合は、介護保険法施行令に定める計算により算定します。

※２　各段階の保険料基準額は、第5段階の保険料基準額に各段階の保険料率を乗じた額となります。

契
約
変
更

条
例
制
定

・生活保護受給者

・世帯全員が町民税非課税かつ老齢福祉年金受給者

・世帯全員が町民税非課税かつ本人の課税年金収入と合計所得

　金額の合計が８０万円以下

世帯全員が町民税非課税かつ本人の課税年金収入と合計所得金額の

合計が８０万円超１２０万円以下

世帯全員が町民税非課税かつ本人の課税年金収入と合計所得金額の

合計が１２０万円超

本人が町民税非課税（世帯内に課税者がいる）かつ課税年金収入と

合計所得金額の合計８０万円以下

本人が町民税非課税（世帯内に課税者がいる）かつ課税年金収入と

合計所得金額の合計８０万円超

本人が町民税課税かつ合計所得金額１２０万円未満

本人が町民税課税かつ合計所得金額１２０万円以上２００万円

（改正後：２１０万円）未満

本人が町民税課税かつ合計所得金額２００万円以上３００万円未満

（改正後：２１０万円以上３２０万円未満）

本人が町民税課税かつ合計所得金額３００万円

（改正後：３２０万円）以上

段階 対象者※１
改正前基準額年額

（月額）

保険料率

※２

改正後基準額年額

（月額）

（単位：円）■介護保険料新旧比較表

１８，８００

（１，５６０）
０．３

０.５

０.７

０.９

１

１.２

１.３

１.５

１.７

1
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３

４

５

６

７

８

９

１９，５００

（１，６２０）

３１，２００

（２，６００）

３２，４００

（２，７００）

４３，７００

（３，６４２）

４５，４００

（３，７８０）

５６，１００

（４，６８０）

５８，４００

（４，８６０）

６２，４００

（５，２００）

６４，８００

（５，４００）

７４，８００

（６，２４０）

７７，８００

（６，４８０）

８１，１００

（６，７６０）

８４，３００

（７，０２０）

９３，６００

（７，８００）

９７，２００

（８，１００）

１０６，０００

（８，８４０）

１１０，２００

（９，１８０）

介護保険料について

⇒財源は、国1/4、県1/8、町1/8、被保険者1/2で運営。

など

○浅間山北麓ビジターセンター

開園日

開園時間

利用料

利用料

金～日曜日（他の曜日が国民の祝日または学校が指定する祝日は営業）

９時～１７時

浅間山北麓ビジターセンター

（自然遊歩道利用料含む）

スカイロックトレイル

（上記施設利用料含む）

３００円

１００円

１，０００円

５００円

一般（高校生以上）・・・・

小中学生・・・・・・・・・

一般（高校生以上）・・

小中学生・・・・・・・・・

※なお、町民、未就学児は無料。身体障害者手帳などの交付を受けている者とその付添１名は半額。

○浅間記念館

開園日

開園時間

木～月曜日（他の曜日が国民の祝日または学校が指定する祝日は営業）

１０時～１６時

一般（高校生以上）・・・・・・・ ５００円

上記※に小中学生無料を追加

工事請負契約変更
事業費確定に伴い契約変更

条例改正

工事名 契約金額 契約先 備　考

（千円以下切捨）■３月定例会で可決した契約一覧

町道９ー35号線道路
災害復旧工事

９，９５８万円 都建設株式会社 変更額278万円
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２月臨時会・３月定例会

　
　
　星
河
議
員
　
第
８
期  

 
 
 
 
 
 

介
護
保
険
事
業
策
定

委
託
料
の
減
額
要
因
と
担
当

課
の
意
向
は
含
ん
で
い
る

か
。

      

町
民
生
活
課
長

　入

       

札
の
結
果
減
額
。
計

画
策
定
は
、
担
当
課
内
で
協

議
を
行
い
、
ま
と
ま
っ
た
も

の
を
介
護
保
険
事
業
懇
談
会

に
諮
り
策
定
し
て
い
る
。

　
　

　
星
河
議
員
　
つ
な   

　
　
　
カ
ン
へ
委
託
の
事
業

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

　
　
　
企
画
政
策
課
長
　
つ

　
　
　
な
カ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
の
交
流
連
携
、
ら
ら

ら
通
信
の
印
刷
製
本
な
ど
の

情
報
発
信
、
公
園
や
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
の
施
設
管
理
業

務
な
ど
を
行
っ
た
。

　
　
　
冨
澤
議
員
　
介
護
保

　
　
　
険
及
び
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
操
出
金
の
大
幅

な
減
額
理
由
は
。

　
　
　
町
民
生
活
課
長
　
主

　
　
　
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
医

療
費
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。

　
介
護
保
険
は
、
補
助
金
申

請
で
運
営
の
安
全
を
考
え
、

例
年
当
初
予
算
を
多
く
見
込

む
た
め
減
額
も
大
き
い
。

　
　
　
黒
岩
議
員
　
国
民
健 

 
 
 
 
 
 

康
保
険
の
保
険
給
付

費
で
一
般
被
保
険
者
分
が
大
き

く
減
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
　
　

　
　
　町
民
生
活
課
長
　
コ  

 
 
 
 
 
 

ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ

た
が
、
大
き
な
医
療
費
が
あ

ま
り
か
か
ら
な
か
っ
た
。

町
道
補
修
事
業

　可
決

令和２年度

各会計

補正予算

■２月臨時会（2/17）

　一般会計補正予算（第９号）

　2億2,183万円増額

（計65億4,716万円）

■３月定例会（3/4 - 3/18）

　一般会計補正予算（第１０号）

　1億6,413万円減額

（計63億8,303万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

主な補正内容

高
額
な
医
療
費
が
少
な

か
っ
た
た
め

新型コロナウイルスワクチン
接種事業

831万円

道路維持事業

■表　常任委員会における審査結果一覧

件　　名

最低賃金の改善と中小企

業支援の拡充を求めるた

めの陳情

結　果

採　択

（意見書の提出）

内　　容

全国一律最低賃金制度実現

による最低賃金の引き上げ

と、中小企業支援の抜本的

拡充のため、国へ意見書の

提出を求める陳情

受理番号

1号

提　出　者

群馬県労働組合会議

議長　五十嵐弘幸

２月末日までに受理された陳情１件の内１件は、３月議会定例会（４日）に所管の常任委員会へ付託・

審議されました。

主
に
交
流
連
携
や
情
報
発

信
な
ど
の
事
業

介
護
保
険
事
業
策
定

委
託
料
の
減
額
要
因

と
担
当
課
の
業
務
は

担
当
課
と
関
係
組
織
で
協

議
内
容
を
反
映

特
別
会
計
拠
出
金
の

減
額
理
由
は

主
に
コ
ロ
ナ
で
医
療
費
減

特別会計

国民健康保険

へき地診療所

簡易水道事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介護保険

浄化槽整備事業

浅間園事業

補正額

△7,506万円

14万円

△760万円

△585万円

△1,028万円

△4,219万円

△30万円

△200万円

補正後総額

6億9,780万円

9,172万円

8,622万円

9,765万円

1億743万円

6億2,643万円

514万円

1,943万円

■表　特別会計補正予算一覧（2月臨時会、３月定例会）

（千円以下切捨）

一般会計

介護保険事業懇談会とは？

⇒介護保険の計画策定などで広く意見を踏まえ高齢者が安心して生活で

　きるように協議する組織。

つ
な
カ
ン
へ
委
託
の

詳
細
は 質

疑
応
答

保
険
給
付
費
の
大
幅

な
減
額
理
由
は

1億9,876万円

全国一律最低賃金制度実現に

国へ意見書提出

など

つなカンミーティングの様子
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拡充のため、国へ意見書の
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受理番号

1号
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群馬県労働組合会議

議長　五十嵐弘幸

２月末日までに受理された陳情１件の内１件は、３月議会定例会（４日）に所管の常任委員会へ付託・
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幅

な
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令和３年度 長野原町の

　　　予算
令和３年度長野原町の予算

令和３年度一般会計当初予算

40億9,330万3千円
前年度より9億6,051万4千円 減

一 般 会 計

明
る
く
活
力
あ
る

町
づ
く
り
の
実
現

　

３
月
18
日
定
例
会
最
終
日

に
、
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
可
決

と
な
っ
た
一
般
会
計
当
初
予
算

は
約
41
億
円
。
予
算
使
途
が
限

定
さ
れ
る
７
特
別
会
計
や
水
道

関
連
２
事
業
会
計
は
、
約
20
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
長
施

政
方
針
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ

て
い
る
「
生
き
る
力
を
育
む

町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
多
様

な
雇
用
の
創
出
や
人
と
の
交

流
、
子
育
て
、
暮
ら
し
や
す
い

町
を
目
指
す
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■ 令和３年度各特別会計当初予算

特別会計名

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

浄化槽整備事業

合　　計

予 算 額

7億2,222万5千円

9,024万2千円

9,365万円

1億362万5千円

8,066万2千円

6億6,862万5千円

9,123万2千円

526万2千円

18億5,552万3千円

前年度比

■ 令和３年度各企業会計当初予算

前年度比

98.7％

98.7％

85.0％

前年度比

96.9％

96.9％

18.8％

50.9％

企業会計名

浅間高原

水　道

企業会計名

北軽井沢

簡易水道

予　算　額

収益的収入

収益的支出

資本的支出

予　算　額

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

4,725万3千円

4,725万3千円

2,679万6千円

7,090万9千円

7,090万9千円

183万6千円

2,812万1千円

軽自動車税

  （1.9％）

 2,687万円町たばこ税

  （2.9％）

3,934万円

入湯税

（0.6％）

 840万円

0 20 40 60 80 100

町民税

（22.4％）

3億893万円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■ 令和３年度町税の内訳

約
41
億
円

0

50億

100億

150億

200億

3年29年 30年 31年 2年

約
153
億
円

約
138
億
円

約
88
億
円

約
50
億
円

■ 一般会計予算推移（概数）

使用料及び手数料（3.0％）

1億2,111万7千円

町税（33.7％）
13億7,916万8千円

地方交付税（25.8％）
10億5,510万円

県支出金（4.1％）

1億6,738万8千円

国庫支出金（6.3％）

2億5,646万円

町債（2.7％）

1億1,230万1千円

その他（5.0％）

2億431万4千円

繰入金（13.8％）

5億6,520万円

その他（5.7％）

2億3,225万5千円

農林水産業費（8.2％）

3億3,575万9千円

衛生費（15.4％）

6億3,135万2千円

民生費（15.3％）

6億2,685万4千円

商工費（1.8％）

7,359万3千円

教育費（16.0％）

6億5,352万3千円

消防費（4.4％）

1億8,050万5千円

公債費（10.8％）

4億4,116万7千円

土木費（8.0％）

3億2,691万8千円

議会費（1.4％）

5,691万2千円

総務費（18.7％）

7億6,511万9千円

一般会計歳入
一般会計歳出

（千円以下切捨）

特 別 会 計

※項目ごとに表示しているため、合計金額及び構成比率に差異が生じる場合があります。

▲町長施政方針

内、国有資産等所在市町村交付金
４億6,352万円（ ）

94.3％

101.8％

99.8％

100.1％

 95.2％

100.4％

104.0％

96.7％

95.9％

固定資産税（72.2％）
9億9,561万円
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　　　予算
令和３年度長野原町の予算

令和３年度一般会計当初予算

40億9,330万3千円
前年度より9億6,051万4千円 減

一 般 会 計

明
る
く
活
力
あ
る

町
づ
く
り
の
実
現

　

３
月
18
日
定
例
会
最
終
日

に
、
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
可
決

と
な
っ
た
一
般
会
計
当
初
予
算

は
約
41
億
円
。
予
算
使
途
が
限

定
さ
れ
る
７
特
別
会
計
や
水
道

関
連
２
事
業
会
計
は
、
約
20
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
長
施

政
方
針
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ

て
い
る
「
生
き
る
力
を
育
む

町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
多
様

な
雇
用
の
創
出
や
人
と
の
交

流
、
子
育
て
、
暮
ら
し
や
す
い

町
を
目
指
す
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■ 令和３年度各特別会計当初予算
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7億2,222万5千円

9,024万2千円

9,365万円

1億362万5千円

8,066万2千円

6億6,862万5千円

9,123万2千円

526万2千円

18億5,552万3千円

前年度比

■ 令和３年度各企業会計当初予算

前年度比

98.7％

98.7％

85.0％

前年度比

96.9％

96.9％

18.8％

50.9％

企業会計名
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水　道

企業会計名
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7,090万9千円

7,090万9千円
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町民税

（22.4％）
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0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■ 令和３年度町税の内訳

約
41
億
円

0

50億

100億

150億

200億

3年29年 30年 31年 2年

約
153
億
円

約
138
億
円

約
88
億
円

約
50
億
円
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特 別 会 計

※項目ごとに表示しているため、合計金額及び構成比率に差異が生じる場合があります。

▲町長施政方針

内、国有資産等所在市町村交付金
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94.3％

101.8％

99.8％

100.1％

 95.2％

100.4％

104.0％

96.7％

95.9％

固定資産税（72.2％）
9億9,561万円
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令和３年度長野原町の予算

避難行動要支援者について

⇒要配慮者の内、災害発生などに、自ら避難することが困難な者で、迅速な

避難のため特に支援が必要な者。要件は、地域防災計画に定められている。

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

市
構
想
の
事
業
内
容

は
　
　
　冨
澤
議
員

　バ
イ
オ

　
　
　マ
ス
産
業
都
市
構
想

策
定
事
業
の
内
容
は
。

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
活
用

　
　
　産
業
課
長

　町
の
バ

　
　
　イ
オ
マ
ス
資
源
と
し

て
考
え
ら
れ
る
畜
産
の
糞
尿
、

太
陽
光
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、

水
力
な
ど
の
中
で
有
効
活
用

で
き
る
計
画
を
立
て
地
域
循

環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
化
を

図
る
。
ま
た
計
画
策
定
さ
れ

る
こ
と
で
、
そ
の
事
業
に
国

の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
。

災
害
時
、
要
支
援
者

の
名
簿
管
理
は

　
　
　牧
山
議
員

　災
害
等

　
　
　に
要
支
援
者
の
避
難

行
動
を
支
援
す
る
名
簿
管
理

質
疑
応
答

は
ど
う
し
て
い
る
か
。

昨
年
名
簿
作
成
、
総
務
課

と
連
携
し
て
活
用

　
　
　町
民
生
活
課
長

　避

　
　
　難
行
動
要
支
援
者
の

避
難
行
動
の
取
組
指
針
に
基

づ
き
、
昨
年
、
要
配
慮
者
及

び
要
支
援
者
の
名
簿
を
作
成
。

個
人
情
報
に
配
慮
し
て
有
事

の
際
に
優
先
的
に
安
否
確
認

を
行
う
た
め
総
務
課
と
連
携

し
て
名
簿
を
活
用
す
る
。
そ

の
他
、
消
防
や
警
察
等
名
簿

を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、

共
有
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
推
進
事

業
予
算
の
活
用
方
法

は
　
　
　黒
岩
議
員

　Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
　等
推
進
事
業
予
算
の

活
用
方
法
は
。

具
体
的
な
事
例
を
踏
ま
え

た
講
演
会
な
ど
を
開
催

　
　
　企
画
政
策
課
長

　Ｓ

　
　
　Ｄ
Ｇ
ｓ
を
広
く
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
難
し
い
。
そ
の
中
で
講
演

会

や

勉

強

会

、

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
具
体
的

な
事
例
を
踏
ま
え
て
実
施
し

た
い
。

路
線
バ
ス
運
行
補
助

金
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か

　
　
　黒
岩
議
員

　路
線
バ

　
　
　ス
運
行
費
補
助
金
８

０
０
万
円
に
つ
い
て
、
草
軽

交
通
の
運
行
に
問
題
が
あ
る

と
い
う
声
を
聞
く
。
金
額
も

年
々
増
額
と
な
っ
て
い
る
が

ど
う
考
え
る
か
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
大
き

く
影
響
し
た

　
　
　総
務
課
長

　生
活
交

　
　
　通
の
維
持
確
保
も
あ

る
が
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

特
殊
事
情
が
大
き
い
。
バ
ス

事
業
者
は
企
業
努
力
を
し
て

い
る
が
結
果
と
し
て
補
助
金

が
増
え
て
い
る
。
町
と
し
て

経
営
状
態
を
把
握
し
連
絡
を

密
に
対
応
す
る
。

農
集
排
加
入
率
は

　
　
　大
羽
賀
議
員

　農
集

　
　
　集
落
排
水
事
業
の
加

入
率
は
ど
う
か
。

約
半
数
が
加
入

　
　
　上
下
水
道
課
長

　令

　
　
　和
元
年
度
末
で
46
・

８
％
。
令
和
２
年
度
は
約
30

件
程
度
、
主
に
北
軽
井
沢
で

増
え
て
い
る
。

大
羽
賀
議
員

　Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

考
え
る
と
も
っ
と
加
入
推
進

を
お
願
い
し
た
い
。

１．令和３年度新規事業及び主要事業の概要について

２．光ファイバ芯線賃貸借について

３．新型コロナウイルス感染症に対する対応及びワクチン接種について

４．旧北軽井沢研修センター解体工事及びゴミステーション設置工事について

５．町道の維持管理について

６．長野原町住宅改修等助成金交付期間の延長について

◎本会議前に開催された全員協議会では次の６項目について町部局より報告事項として説明があ

り、議員からは新年度の新規事業及び主要事業の具体的な内容などについて多くの質問があり

ました。またその他に新型コロナウイルスワクチン接種関連やゴミステーション設置工事関連

等の質問がありました。

２月全員協議会の内容を紹介します。

バイオマス産業
都市構想策定事業
（事業費：650万円）

空き家再生等
推進事業

（事業費：900万円）

八ッ場ダム完成記念
イベント事業

（事業費：341万円）

八ッ場ダム完成記念
イベント事業

（事業費：341万円）

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業
新型コロナウイルス
ワクチン接種事業
（事業費：3,071万円）

国土強靱化地域計画
策定業務委託料
（事業費：378万円）

北軽井沢区内ごみ集積 
施設建築工事

（事業費：1,848万円）

　令和３年２月９日、全国町村議会議長会第７２回定期総会にて自治功労者表彰（町村議会

議員特別表彰）が行われ、本町議会より浅沼議長が表彰を受けました。大変おめでとうござ

います。

浅沼議長　特別表彰を受賞

令和３年度の主な事業を一部紹介します。

（千円以下切捨）
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（事業費：3,071万円）

国土強靱化地域計画
策定業務委託料
（事業費：378万円）

北軽井沢区内ごみ集積 
施設建築工事

（事業費：1,848万円）

　令和３年２月９日、全国町村議会議長会第７２回定期総会にて自治功労者表彰（町村議会

議員特別表彰）が行われ、本町議会より浅沼議長が表彰を受けました。大変おめでとうござ

います。

浅沼議長　特別表彰を受賞

令和３年度の主な事業を一部紹介します。

（千円以下切捨）
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議会傍聴のご案内

一 般 質 問
ここが知りたい！

※紙面の都合により要約・省略などの編集を行っておりますのでご了承ください。

※アクリルパーティションを設置しているため、写真によりマスクを外しています。

質 問 者

黒岩　　巧　議員

牧山　　明　議員

星河　明彦　議員

浅井　直輝　議員

大羽賀　進　議員

入澤　信夫　議員

質 問 内 容 ペ ー ジ

14

15

16

17

18

19

　議会定例会や臨時会の様子はど

なたでも傍聴できます。（本会議

前に開催される全員協議会も傍聴

可能となりました。）傍聴される

際は議会開催日に議場までお越し

いただき、受付票に必須事項を記

入した後、受付箱に投函して傍聴

をお願いします。なお開会時間

は開催日により異なり「くらしの

カレンダー」などで掲載している

日程も変更となる場合がありま

す。

　現在、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、マスクの着用、

手指消毒、検温、傍聴人数の制限

の協力をお願いしております。

　また、平熱を上回る発熱のある

方、体調のすぐれない方、せき、

くしゃみの症状のある方には、傍

聴をご遠慮いただいております。

　ご不明な点は、長野原町議会事

務局（☎0279-82-3019）までお

問い合わせください。

令和３年６月定例会

９日（水）

17日（木）

令和３年

５月１１日（火）

次回定例会は…

臨時会を
開催します

①西吾妻福祉病院組合旧六合村分負担金の見直
　しについて
②移住定住及び空き家対策と新たな勤務形態について

①障害者のためのグループホーム設置に向けた
　手順は
②SDGｓバイオマス産業都市構想について

①長野原町の地域公共交通のビジョンについて
②八ッ場ダムを利用した地域活性化と来町者の
　満足度向上について　　

長野原町の小中学校の不登校について

新型コロナウイルス感染症対策について

SDGｓバイオマスについて

１．八ッ場ダムの経過について

２．長野原町行政手続等における情報通信の技術の利用について

３．長野原町議会議員及び長野原町長の選挙における選挙運動の公費負担について

４．群馬県市町村公平委員会の共同設置について

５．長野原町消防団新団長の就任について

６．長野原町営浅間園及び浅間記念館の運営について

７．（一社）つなぐカンパニーながのはらの活動状況について

８．西吾妻福祉病院の経過について

９．新型コロナウイルス感染症に対する対応について

10. 介護保険料の改定について

11. 町営住宅の管理について

12. 町道路線認定及び廃止について（町道林線他１路線）

13. 令和元年台風１９号災害復旧状況について

14. 第一小学校と中央小学校の閉校記念式典及び中央小学校の開校記念式典について

15. 東京２０２０聖火リレーについて

16. やんば天明泥流ミュージアムについて

　

◎次に協議事項として以下の項目について町部局より提案、説明がされました。これは川原湯温

泉の源泉である新湯源泉及び元の湯源泉の無償貸与について協議され、新湯源泉は協定書に

基づき無償貸与が予定されているが、元の湯源泉は使用貸借のみの契約である。しかし両源泉

とも川原湯区が一体管理している状況からこの度、元の湯源泉の無償貸与についても協議を

行ったところです。

１．川原湯温泉の新湯源泉及び元の湯源泉の無償貸与について

◎本会議前に開催された全員協議会では報告事項として次の１６項目について町部局より報告、

説明が行われました。議員からは浅間園事業の見直しに伴う浅間園や浅間記念館の今後の運

営内容や新型コロナウイルス感染症対策のワクチン接種関連、介護保険料の改定に至るこれま

での経緯等その他にも多くの質問が行われました。

３月全員協議会の内容を紹介します。

あなたも議会を傍聴しませんか？

あらゆ もと ゆ

ＹｏｕＴｕｂｅで議会の様子を

録画配信中！

視聴はこちらから
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牧山　　明　議員
まきやま あきら

黒岩　　巧　議員
くろいわ たくみ

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

と
政
策
軸
２
「
も
っ
と
雇
用

を
創
出
す
る
」
は
別
個
の
も

の
で
な
く
お
互
い
に
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
施
策
と
思
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
等
勤
務
形
態
が
変
わ
り
、

増
え
て
い
る
中
で
町
と
し
て

こ
の
状
況
を
ど
う
捉
え
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く

の
か
今
後
の
展
望
を
伺
い
た

い
。

　
　
　
町
長
　
①
平
成
11
年

　
　
　
に
旧
六
合
村
と
長
野

原
町
で
交
わ
さ
れ
た
覚
書
の

内
容
に
つ
い
て
は
議
員
の
ご

指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
六

合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
は
老

人
保
健
施
設
「
つ
つ
じ
荘
」

を
管
理
運
営
し
て
き
た
が
、

昨
年
９
月
よ
り
休
止
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
の
医
療

セ
ン
タ
ー
は
一
般
診
療
と
歯

科
の
み
で
あ
り
、
同
じ
く
議

員
ご
指
摘
の
と
お
り
覚
書
に

あ
る
六
合
温
泉
医
療
セ
ン

タ
ー
の
特
殊
事
情
に
つ
い
て

は
影
響
が
無
く
な
っ
た
と
考

①障害者のためのグループホーム設置
　に向けた手順は

②SDGｓのバイオマス産業都市構想に
　エネルギーと食料の自給を

①西吾妻福祉病院組合旧六合村分
　負担金の見直しを

②移住定住・空き家対策・新たな勤務
　形態についての今後の展望は

①
今
後
、
中
之
条
町
と
協
議
を
し
て
行
き
た
い

②
町
の
自
然
と
住
環
境
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

　
推
進
し
て
行
く

　
　
　
①
西
吾
妻
福
祉
病
院

　
　
　
組
合
の
負
担
金
負
担

率
は
長
野
原
町
（
50
％
）
、

嬬
恋
村
（
24
・
１
％
）
、
草

津
町
（
17
・
３
％
）
、
中
之

条
町
（
旧
六
合
村
分
８
・

６
％
）
の
４
ヶ
町
村
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
本
町
の
負
担

金
は
令
和
２
年
度
当
初
予
算

で
２
億
５
，
３
２
１
万
円
と

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
こ
の
負
担
金
と
は
別
に

平
成
11
年
に
旧
六
合
村
と
長

野
原
町
で
覚
書
が
交
わ
さ
れ
、

平
成
５
年
に
開
設
し
た
六
合

温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
特
殊

事
情
を
考
慮
し
六
合
村
の
負

担
分
の
内
５
％
分
（
年
間
約

１
，
０
０
０
万
円
）
を
長
野

原
町
が
六
合
村
に
支
払
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

現
在
の
六
合
温
泉
医
療
セ
ン

タ
ー
は
当
時
と
状
況
が
異
な

り
考
慮
す
べ
き
特
殊
事
情
が

無
く
な
っ
た
状
態
で
あ
る
の

で
現
在
、
中
之
条
町
へ
支

払
っ
て
い
る
旧
六
合
村
の
負

担
分
は
支
払
う
必
要
が
無
い

と
思
う
が
、
町
の
考
え
と
今

後
の
方
針
は
。

　
②
町
長
の
施
政
方
針
の
政

策
軸
１
の
「
も
っ
と
人
が
交

流
し
や
す
く
す
る
」
の
中
で

今
年
度
よ
り
実
施
す
る
空
き

家
再
生
等
推
進
事
業
に
よ
る

移
住
定
住
及
び
空
き
家
対
策

え
ら
れ
る
の
で
今
後
、
負
担

金
に
つ
い
て
中
之
条
町
と
協

議
し
て
行
き
た
い
。

　
②
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ

モ
ー
ト
会
議
が
普
及
し
遠
隔

地
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
特

別
な
こ
と
で
な
く
な
っ
た
。

今
後
、
空
き
家
再
生
物
件
の

紹
介
で
移
住
相
談
会
等
に
参

加
す
る
際
に
は
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

等
、
新
た
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
の
二
地
域
居
住
に
つ
い
て
、

長
野
原
町
の
自
然
と
住
環
境

の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
推

進
し
て
行
き
た
い
。

も
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

　
　
　
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

　
　
　
市
構
想
で
あ
る
が
現

在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
に

つ
い
て
は
畜
糞
を
利
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
計

画
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

畜
産
農
家
が
独
自
で
行
う
計

画
で
あ
る
。
構
想
を
町
が
策

定
す
る
か
ら
に
は
、
町
が
積

極
的
に
関
わ
っ
た
構
想
に
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
食
料
自
給

に
つ
い
て
も
現
在
、
町
内
に

は
荒
廃
し
た
田
ん
ぼ
が
目
立

つ
が
こ
う
し
た
農
地
の
再
生

に
つ
い
て
も
構
想
に
組
み
入

れ
て
も
ら
い
多
く
の
人
が
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
構

想
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

　
　
　
根
本
的
な
考
え
は
、

我
々
が
今
、
自
分
た
ち
の
子

や
孫
達
の
た
め
に
何
が
出
来

る
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

地
球
温
暖
化
を
招
く
要
因
の

ひ
と
つ
に
世
界
中
で
営
ま
れ

て
い
る
酪
農
業
を
挙
げ
る
学

　
　
　
①
新
年
度
の
施
政
方

　
　
　
針
の
な
か
で
、
障
害

を
持
っ
た
子
ど
も
達
が
自
立

し
て
共
同
生
活
が
出
来
る
た

め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設

置
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
町
長
の
考
え
て
い
る
設

置
ま
で
の
手
順
を
具
体
的
に

伺
い
た
い
。
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

維
持
可
能
な
開
発
の
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
時
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
食
料
の
自
給
は
欠
か
す
こ

と
の
出
来
な
い
目
標
と
考
え

る
が
長
野
原
町
も
こ
の
点
を

含
め
て
取
り
組
む
べ
き
と
思

う
が
町
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

　
　
　
町
長
　
①
（
社
福
）

　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ら
い

ふ
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
た
中
で
既
存
の
施
設
を

利
用
す
る
こ
と
で
検
討
が
進

ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
大

津
の
町
営
坪
井
住
宅
を
関
係

者
と
協
議
し
て
賃
貸
借
契
約

を
行
い
改
修
を
行
っ
た
上
で

令
和
４
年
の
運
営
開
始
を
目

指
し
て
い
る
。

　
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
自

給
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成

に
貢
献
す
る
重
要
な
課
題
の

ひ
と
つ
と
思
う
。
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
の
策
定
を

行
う
こ
と
に
よ
り
高
原
野
菜

や
北
軽
井
沢
の
牛
乳
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
に
繋
が
る
と
思

う
。
ま
た
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に

者
も
い
る
が
、
酪
農
業
は
以

前
よ
り
長
野
原
町
の
基
幹
産

業
で
あ
り
町
の
経
済
と
生
活

を
支
え
て
き
た
。
酪
農
業
で

は
家
畜
の
糞
尿
の
問
題
は
以

前
か
ら
大
き
な
課
題
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
糞
尿

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
野
菜
農
家

の
肥
料
と
し
て
循
環
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
た
ら
素
晴
ら
し

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
も
今
、
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
構
想
の
策
定
が
必
要

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

①
既
存
の
施
設
を
利
用
し
、
令
和
４
年
の
運
営

　
開
始
を
目
指
す

②
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
施
策
を
行
う

バイオマス産業都市とは？

⇒経済性を確保した一貫システムの構築。地域の特色を活かしバイオマス

　産業を軸とした環境にやさしく災害に強いまちづくりを目指す。
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牧山　　明　議員
まきやま あきら

黒岩　　巧　議員
くろいわ たくみ

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

と
政
策
軸
２
「
も
っ
と
雇
用

を
創
出
す
る
」
は
別
個
の
も

の
で
な
く
お
互
い
に
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
施
策
と
思
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
等
勤
務
形
態
が
変
わ
り
、

増
え
て
い
る
中
で
町
と
し
て

こ
の
状
況
を
ど
う
捉
え
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く

の
か
今
後
の
展
望
を
伺
い
た

い
。

　
　
　
町
長
　
①
平
成
11
年

　
　
　
に
旧
六
合
村
と
長
野

原
町
で
交
わ
さ
れ
た
覚
書
の

内
容
に
つ
い
て
は
議
員
の
ご

指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
六

合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
は
老

人
保
健
施
設
「
つ
つ
じ
荘
」

を
管
理
運
営
し
て
き
た
が
、

昨
年
９
月
よ
り
休
止
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
の
医
療

セ
ン
タ
ー
は
一
般
診
療
と
歯

科
の
み
で
あ
り
、
同
じ
く
議

員
ご
指
摘
の
と
お
り
覚
書
に

あ
る
六
合
温
泉
医
療
セ
ン

タ
ー
の
特
殊
事
情
に
つ
い
て

は
影
響
が
無
く
な
っ
た
と
考

①障害者のためのグループホーム設置
　に向けた手順は

②SDGｓのバイオマス産業都市構想に
　エネルギーと食料の自給を

①西吾妻福祉病院組合旧六合村分
　負担金の見直しを

②移住定住・空き家対策・新たな勤務
　形態についての今後の展望は

①
今
後
、
中
之
条
町
と
協
議
を
し
て
行
き
た
い

②
町
の
自
然
と
住
環
境
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

　
推
進
し
て
行
く

　
　
　
①
西
吾
妻
福
祉
病
院

　
　
　
組
合
の
負
担
金
負
担

率
は
長
野
原
町
（
50
％
）
、

嬬
恋
村
（
24
・
１
％
）
、
草

津
町
（
17
・
３
％
）
、
中
之

条
町
（
旧
六
合
村
分
８
・

６
％
）
の
４
ヶ
町
村
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
本
町
の
負
担

金
は
令
和
２
年
度
当
初
予
算

で
２
億
５
，
３
２
１
万
円
と

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

更
に
こ
の
負
担
金
と
は
別
に

平
成
11
年
に
旧
六
合
村
と
長

野
原
町
で
覚
書
が
交
わ
さ
れ
、

平
成
５
年
に
開
設
し
た
六
合

温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
特
殊

事
情
を
考
慮
し
六
合
村
の
負

担
分
の
内
５
％
分
（
年
間
約

１
，
０
０
０
万
円
）
を
長
野

原
町
が
六
合
村
に
支
払
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

現
在
の
六
合
温
泉
医
療
セ
ン

タ
ー
は
当
時
と
状
況
が
異
な

り
考
慮
す
べ
き
特
殊
事
情
が

無
く
な
っ
た
状
態
で
あ
る
の

で
現
在
、
中
之
条
町
へ
支

払
っ
て
い
る
旧
六
合
村
の
負

担
分
は
支
払
う
必
要
が
無
い

と
思
う
が
、
町
の
考
え
と
今

後
の
方
針
は
。

　
②
町
長
の
施
政
方
針
の
政

策
軸
１
の
「
も
っ
と
人
が
交

流
し
や
す
く
す
る
」
の
中
で

今
年
度
よ
り
実
施
す
る
空
き

家
再
生
等
推
進
事
業
に
よ
る

移
住
定
住
及
び
空
き
家
対
策

え
ら
れ
る
の
で
今
後
、
負
担

金
に
つ
い
て
中
之
条
町
と
協

議
し
て
行
き
た
い
。

　
②
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ

モ
ー
ト
会
議
が
普
及
し
遠
隔

地
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
特

別
な
こ
と
で
な
く
な
っ
た
。

今
後
、
空
き
家
再
生
物
件
の

紹
介
で
移
住
相
談
会
等
に
参

加
す
る
際
に
は
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

等
、
新
た
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
の
二
地
域
居
住
に
つ
い
て
、

長
野
原
町
の
自
然
と
住
環
境

の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
推

進
し
て
行
き
た
い
。

も
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

　
　
　
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

　
　
　
市
構
想
で
あ
る
が
現

在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
に

つ
い
て
は
畜
糞
を
利
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
計

画
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

畜
産
農
家
が
独
自
で
行
う
計

画
で
あ
る
。
構
想
を
町
が
策

定
す
る
か
ら
に
は
、
町
が
積

極
的
に
関
わ
っ
た
構
想
に
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
食
料
自
給

に
つ
い
て
も
現
在
、
町
内
に

は
荒
廃
し
た
田
ん
ぼ
が
目
立

つ
が
こ
う
し
た
農
地
の
再
生

に
つ
い
て
も
構
想
に
組
み
入

れ
て
も
ら
い
多
く
の
人
が
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
構

想
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

　
　
　
根
本
的
な
考
え
は
、

我
々
が
今
、
自
分
た
ち
の
子

や
孫
達
の
た
め
に
何
が
出
来

る
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

地
球
温
暖
化
を
招
く
要
因
の

ひ
と
つ
に
世
界
中
で
営
ま
れ

て
い
る
酪
農
業
を
挙
げ
る
学

　
　
　
①
新
年
度
の
施
政
方

　
　
　
針
の
な
か
で
、
障
害

を
持
っ
た
子
ど
も
達
が
自
立

し
て
共
同
生
活
が
出
来
る
た

め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設

置
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
町
長
の
考
え
て
い
る
設

置
ま
で
の
手
順
を
具
体
的
に

伺
い
た
い
。
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

維
持
可
能
な
開
発
の
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
時
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
食
料
の
自
給
は
欠
か
す
こ

と
の
出
来
な
い
目
標
と
考
え

る
が
長
野
原
町
も
こ
の
点
を

含
め
て
取
り
組
む
べ
き
と
思

う
が
町
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

　
　
　
町
長
　
①
（
社
福
）

　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ら
い

ふ
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
た
中
で
既
存
の
施
設
を

利
用
す
る
こ
と
で
検
討
が
進

ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
大

津
の
町
営
坪
井
住
宅
を
関
係

者
と
協
議
し
て
賃
貸
借
契
約

を
行
い
改
修
を
行
っ
た
上
で

令
和
４
年
の
運
営
開
始
を
目

指
し
て
い
る
。

　
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
自

給
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成

に
貢
献
す
る
重
要
な
課
題
の

ひ
と
つ
と
思
う
。
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
構
想
の
策
定
を

行
う
こ
と
に
よ
り
高
原
野
菜

や
北
軽
井
沢
の
牛
乳
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
に
繋
が
る
と
思

う
。
ま
た
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に

者
も
い
る
が
、
酪
農
業
は
以

前
よ
り
長
野
原
町
の
基
幹
産

業
で
あ
り
町
の
経
済
と
生
活

を
支
え
て
き
た
。
酪
農
業
で

は
家
畜
の
糞
尿
の
問
題
は
以

前
か
ら
大
き
な
課
題
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
糞
尿

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
野
菜
農
家

の
肥
料
と
し
て
循
環
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
た
ら
素
晴
ら
し

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
も
今
、
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
構
想
の
策
定
が
必
要

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

①
既
存
の
施
設
を
利
用
し
、
令
和
４
年
の
運
営

　
開
始
を
目
指
す

②
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
施
策
を
行
う

バイオマス産業都市とは？

⇒経済性を確保した一貫システムの構築。地域の特色を活かしバイオマス

　産業を軸とした環境にやさしく災害に強いまちづくりを目指す。
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浅井　直輝　議員
あさい なおき

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

や
児
童
生
徒
・
障
害
の
あ
る

方
の
移
動
手
段
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ

関
係
機
関
及
び
関
係
者
と
協

議
調
整
を
図
り
問
題
解
消
に

努
め
た
い
。

　
②
新
年
度
の
水
陸
両
用
バ

ス
の
運
行
に
当
た
っ
て
は
予

約
乗
車
に
つ
い
て
日
本
水
陸

両
用
車
協
会
に
申
し
入
れ
を

行
い
予
約
に
よ
る
乗
車
が
可

能
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

水
陸
両
用
バ
ス
の
２
台
同
時

運
行
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

湖
面
利
用
ル
ー
ル
で
安
全
に

運
行
出
来
る
か
の
検
証
が
必

要
で
あ
り
、
新
た
な
動
力
船

の
導
入
に
つ
い
て
は
関
係
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

　
　
　
町
の
交
通
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は

重
要
な
こ
と
と
考
え
る
が
、

こ
の
中
に
デ
マ
ン
ド
交
通
・

自
家
用
車
の
有
償
旅
客
運
送

の
導
入
、
学
校
統
合
に
伴
う

る
専
門
家
の
き
め
細
や
か
な

相
談
・
指
導
が
行
わ
れ
て
お

り
、
ま
た
担
任
等
に
よ
る
家

庭
訪
問
、
電
話
連
絡
等
を

行
っ
て
い
る
。
町
教
育
委
員

会
で
は
毎
年
「
い
じ
め
防
止

こ
ど
も
会
議
」
を
開
催
し
、

い
じ
め
防
止
に
向
け
た
児
童

生
徒
の
自
主
的
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

学
校
が
中
心
と
な
り
不
登
校

児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
指

導
等
を
す
る
と
と
も
に
教
育

の
機
会
の
確
保
等
を
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
長
野
原
町
の
不
登
校

　
　
　
児
童
生
徒
の
割
合
は

一
部
の
学
校
で
は
10
パ
ー
セ

ン
ト
と
高
い
数
字
が
あ
る
。

原
因
は
様
々
考
え
ら
れ
る
が

今
の
現
状
で
は
学
校
だ
け
の

対
応
で
は
不
可
能
で
あ
る
と

思
う
。
そ
こ
で
学
校
・
家

庭
・
関
係
機
関
が
連
携
し
た

地
域
ぐ
る
み
の
サ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
・
親
子
で
行
け
る
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
整
備

は
出
来
な
い
か
。
　

　
　

　
　
　
教
育
長
　
教
育
支
援

　
　
　
セ
ン
タ
ー
は
場
所
・

人
材
が
必
要
と
な
る
が
今
後

設
置
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

吾
妻
郡
内
の
町
村
で
も
中
之

条
町
で
は
適
応
指
導
教
室
と

し
て
３
年
程
前
に
立
ち
上
げ
、

高
山
村
で
は
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
を
村
内
施
設
内
に
設
置

す
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た

設
置
に
向
け
た
準
備
を
始
め

て
い
る
町
村
も
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
し
か
し
設
置
検
討

に
当
た
っ
て
は
学
校
数
が
多

不登校児童・生徒に対する

町の対策は

①長野原町の交通サービス
　ビジョンは

②水陸両用車の同時２台運行を

①
検
討
組
織
の
立
ち
上
げ
を
行
い
関
係
機
関
、 

　
関
係
者
と
協
議
し
た
い

②
湖
面
利
用
ル
ー
ル
に
従
い
安
全
を
最
優
先
し
、

　
慎
重
に
検
討
し
た
い

　
　
　
①
現
在
、
長
野
原
町

　
　
　
で
行
っ
て
い
る
外
出

支
援
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
の
運

行
、
移
動
販
売
事
業
な
ど
交

通
弱
者
へ
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
が
町
民
の
満
足
度
は
ま

だ
ま
だ
低
い
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
確
保
が
厳
し
さ
を

増
し
、
高
齢
者
の
運
転
免
許

証
の
返
納
が
年
々
増
加
す
る

な
ど
地
域
の
暮
ら
し
と
産
業

を
支
え
る
移
動
手
段
の
確
保

が
重
要
と
な
る
。
国
土
交
通

省
で
は
「
地
域
公
共
交
通
計

画
策
定
」
を
推
進
し
て
い
る

が
長
野
原
町
全
体
と
し
て
の

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
伺
い
た
い
。

　
②
八
ッ
場
ダ
ム
が
完
成
し

た
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
た
が
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
た
。
特
に
水
陸
両
用
車

の
人
気
は
高
く
連
日
全
便
が

満
席
と
な
る
日
が
続
い
た
。

反
面
遠
方
か
ら
訪
れ
た
人
で

乗
車
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
出
来

ず
憤
慨
し
て
帰
る
人
も
い
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
年
度

も
水
陸
両
用
車
の
乗
車
を
目

的
に
多
く
の
観
光
客
の
来
町

が
予
想
さ
れ
る
が
水
陸
両
用

車
を
同
時
に
２
台
運
行
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
①
第
二
期
長

　
　
　

野
原
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
「
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
で
、

各
種
支
援
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
近
年
の
急
速
な
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
公
共

交
通
の
維
持
が
難
し
く
な
っ

て
き
た
。
一
方
で
、
高
齢
者

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
有
効
活
用
、

福
祉
バ
ス
・
外
出
支
援
バ
ス

の
利
用
条
件
の
見
直
し
な
ど

の
検
討
や
、
湖
の
駅
丸
岩
に

水
陸
両
用
バ
ス
や
他
の
タ
イ

プ
の
水
陸
両
用
車
の
展
示
な

ど
も
行
っ
た
ら
集
客
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
町
長

　現
在
、
町
内

　
　
　
に
あ
る
交
通
事
業
者
、

関
係
交
通
機
関
と
町
が
連
携

し
て
町
の
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ

検
討
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ

と
と
思
う
。
ま
た
、
過
疎
地

域
に
指
定
さ
れ
る
計
画
に
対

し
て
交
通
対
策
は
明
記
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
湖
面
利

用
に
つ
い
て
は
新
年
度
で
予

定
し
て
い
る
全
て
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
揃
う
こ
と
に

な
る
が
安
全
面
を
最
優
先
に

湖
面
が
利
用
出
来
る
よ
う
に

し
た
い
。

　
　
　
不
登
校
生
徒
の
人
数

　
　
　
は
全
国
的
に
増
加
傾

向
に
あ
る
。
中
で
も
中
学
生

は
平
成
19
年
度
を
ピ
ー
ク
に

一
時
的
に
減
少
し
た
が
平
成

25
年
度
を
境
に
一
気
に
増
加

し
て
い
る
。
長
野
原
町
で
も

最
近
不
登
校
の
生
徒
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
や
対
応
を
し
て
い
る
か

伺
い
た
い
。

　
　
　
教
育
長
　
長
野
原
町

　
　
　
に
於
い
て
も
不
登
校

の
児
童
生
徒
は
い
る
現
状
の

中
で
町
で
は
直
接
、
児
童
生

徒
と
関
わ
り
の
あ
る
学
校
で

の
対
応
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
場
合
に
よ
っ
て

は
吾
妻
教
育
事
務
所
の
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
に
よ

「
い
じ
め
防
止
こ
ど
も
会
議
」
の

開
催
等
で
児
童
生
徒
の
自
主
的
な

取
り
組
み
を
実
施

い
と
各
学
校
間
の
調
整
作
業

に
時
間
を
要
す
る
課
題
が
あ

る
が
、
現
在
学
校
統
合
を
進

め
て
い
る
長
野
原
町
に
と
っ

て
は
設
置
を
検
討
す
る
良
い

機
会
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
達
の
人
数
が
少
な
く

な
っ
た
が
、
今
後
も
一
人
で

も
多
く
の
こ
ど
も
達
を
救
え

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
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浅井　直輝　議員
あさい なおき

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

や
児
童
生
徒
・
障
害
の
あ
る

方
の
移
動
手
段
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ

関
係
機
関
及
び
関
係
者
と
協

議
調
整
を
図
り
問
題
解
消
に

努
め
た
い
。

　
②
新
年
度
の
水
陸
両
用
バ

ス
の
運
行
に
当
た
っ
て
は
予

約
乗
車
に
つ
い
て
日
本
水
陸

両
用
車
協
会
に
申
し
入
れ
を

行
い
予
約
に
よ
る
乗
車
が
可

能
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

水
陸
両
用
バ
ス
の
２
台
同
時

運
行
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

湖
面
利
用
ル
ー
ル
で
安
全
に

運
行
出
来
る
か
の
検
証
が
必

要
で
あ
り
、
新
た
な
動
力
船

の
導
入
に
つ
い
て
は
関
係
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

　
　
　
町
の
交
通
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は

重
要
な
こ
と
と
考
え
る
が
、

こ
の
中
に
デ
マ
ン
ド
交
通
・

自
家
用
車
の
有
償
旅
客
運
送

の
導
入
、
学
校
統
合
に
伴
う

る
専
門
家
の
き
め
細
や
か
な

相
談
・
指
導
が
行
わ
れ
て
お

り
、
ま
た
担
任
等
に
よ
る
家

庭
訪
問
、
電
話
連
絡
等
を

行
っ
て
い
る
。
町
教
育
委
員

会
で
は
毎
年
「
い
じ
め
防
止

こ
ど
も
会
議
」
を
開
催
し
、

い
じ
め
防
止
に
向
け
た
児
童

生
徒
の
自
主
的
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

学
校
が
中
心
と
な
り
不
登
校

児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
指

導
等
を
す
る
と
と
も
に
教
育

の
機
会
の
確
保
等
を
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
長
野
原
町
の
不
登
校

　
　
　
児
童
生
徒
の
割
合
は

一
部
の
学
校
で
は
10
パ
ー
セ

ン
ト
と
高
い
数
字
が
あ
る
。

原
因
は
様
々
考
え
ら
れ
る
が

今
の
現
状
で
は
学
校
だ
け
の

対
応
で
は
不
可
能
で
あ
る
と

思
う
。
そ
こ
で
学
校
・
家

庭
・
関
係
機
関
が
連
携
し
た

地
域
ぐ
る
み
の
サ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
・
親
子
で
行
け
る
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
整
備

は
出
来
な
い
か
。
　

　
　

　
　
　
教
育
長
　
教
育
支
援

　
　
　
セ
ン
タ
ー
は
場
所
・

人
材
が
必
要
と
な
る
が
今
後

設
置
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

吾
妻
郡
内
の
町
村
で
も
中
之

条
町
で
は
適
応
指
導
教
室
と

し
て
３
年
程
前
に
立
ち
上
げ
、

高
山
村
で
は
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
を
村
内
施
設
内
に
設
置

す
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た

設
置
に
向
け
た
準
備
を
始
め

て
い
る
町
村
も
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
し
か
し
設
置
検
討

に
当
た
っ
て
は
学
校
数
が
多

不登校児童・生徒に対する

町の対策は

①長野原町の交通サービス
　ビジョンは

②水陸両用車の同時２台運行を

①
検
討
組
織
の
立
ち
上
げ
を
行
い
関
係
機
関
、 

　
関
係
者
と
協
議
し
た
い

②
湖
面
利
用
ル
ー
ル
に
従
い
安
全
を
最
優
先
し
、

　
慎
重
に
検
討
し
た
い

　
　
　
①
現
在
、
長
野
原
町

　
　
　
で
行
っ
て
い
る
外
出

支
援
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
の
運

行
、
移
動
販
売
事
業
な
ど
交

通
弱
者
へ
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
が
町
民
の
満
足
度
は
ま

だ
ま
だ
低
い
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
確
保
が
厳
し
さ
を

増
し
、
高
齢
者
の
運
転
免
許

証
の
返
納
が
年
々
増
加
す
る

な
ど
地
域
の
暮
ら
し
と
産
業

を
支
え
る
移
動
手
段
の
確
保

が
重
要
と
な
る
。
国
土
交
通

省
で
は
「
地
域
公
共
交
通
計

画
策
定
」
を
推
進
し
て
い
る

が
長
野
原
町
全
体
と
し
て
の

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
伺
い
た
い
。

　
②
八
ッ
場
ダ
ム
が
完
成
し

た
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
た
が
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
た
。
特
に
水
陸
両
用
車

の
人
気
は
高
く
連
日
全
便
が

満
席
と
な
る
日
が
続
い
た
。

反
面
遠
方
か
ら
訪
れ
た
人
で

乗
車
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
出
来

ず
憤
慨
し
て
帰
る
人
も
い
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
年
度

も
水
陸
両
用
車
の
乗
車
を
目

的
に
多
く
の
観
光
客
の
来
町

が
予
想
さ
れ
る
が
水
陸
両
用

車
を
同
時
に
２
台
運
行
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
①
第
二
期
長

　
　
　

野
原
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
「
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
で
、

各
種
支
援
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
近
年
の
急
速
な
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
公
共

交
通
の
維
持
が
難
し
く
な
っ

て
き
た
。
一
方
で
、
高
齢
者

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
有
効
活
用
、

福
祉
バ
ス
・
外
出
支
援
バ
ス

の
利
用
条
件
の
見
直
し
な
ど

の
検
討
や
、
湖
の
駅
丸
岩
に

水
陸
両
用
バ
ス
や
他
の
タ
イ

プ
の
水
陸
両
用
車
の
展
示
な

ど
も
行
っ
た
ら
集
客
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
町
長

　現
在
、
町
内

　
　
　
に
あ
る
交
通
事
業
者
、

関
係
交
通
機
関
と
町
が
連
携

し
て
町
の
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ

検
討
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ

と
と
思
う
。
ま
た
、
過
疎
地

域
に
指
定
さ
れ
る
計
画
に
対

し
て
交
通
対
策
は
明
記
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
湖
面
利

用
に
つ
い
て
は
新
年
度
で
予

定
し
て
い
る
全
て
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
揃
う
こ
と
に

な
る
が
安
全
面
を
最
優
先
に

湖
面
が
利
用
出
来
る
よ
う
に

し
た
い
。

　
　
　
不
登
校
生
徒
の
人
数

　
　
　
は
全
国
的
に
増
加
傾

向
に
あ
る
。
中
で
も
中
学
生

は
平
成
19
年
度
を
ピ
ー
ク
に

一
時
的
に
減
少
し
た
が
平
成

25
年
度
を
境
に
一
気
に
増
加

し
て
い
る
。
長
野
原
町
で
も

最
近
不
登
校
の
生
徒
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
や
対
応
を
し
て
い
る
か

伺
い
た
い
。

　
　
　
教
育
長
　
長
野
原
町

　
　
　
に
於
い
て
も
不
登
校

の
児
童
生
徒
は
い
る
現
状
の

中
で
町
で
は
直
接
、
児
童
生

徒
と
関
わ
り
の
あ
る
学
校
で

の
対
応
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
場
合
に
よ
っ
て

は
吾
妻
教
育
事
務
所
の
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
に
よ

「
い
じ
め
防
止
こ
ど
も
会
議
」
の

開
催
等
で
児
童
生
徒
の
自
主
的
な

取
り
組
み
を
実
施

い
と
各
学
校
間
の
調
整
作
業

に
時
間
を
要
す
る
課
題
が
あ

る
が
、
現
在
学
校
統
合
を
進

め
て
い
る
長
野
原
町
に
と
っ

て
は
設
置
を
検
討
す
る
良
い

機
会
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
達
の
人
数
が
少
な
く

な
っ
た
が
、
今
後
も
一
人
で

も
多
く
の
こ
ど
も
達
を
救
え

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
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入澤　信夫　議員
いりさわ のぶお

大羽賀　進　議員
おおはが すすむ

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
構

想
で
ど
の
よ
う
な
バ
イ
オ
マ

ス
原
料
を
製
品
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
町
の
将
来
の
発
展
に
繋
が

る
か
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

検
討
を
行
い
構
想
策
定
す
る

こ
と
で
、
国
の
補
助
事
業
を

環
境
整
備
に
活
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
た
め
策
定
に

あ
た
っ
て
は
関
係
者
か
ら
の

意
見
も
取
り
入
れ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
国
連
で

　
　
　
採
択
さ
れ
た
２
０
１

５
年
～
２
０
３
０
年
ま
で
の

達
成
目
標
が
示
さ
れ
た
持
続

可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る
。

こ
れ
を
地
域
に
当
て
は
め
地

域
で
何
が
出
来
る
か
説
明
を

す
る
時
に
、
例
え
ば
ゴ
ミ
を

正
し
く
分
別
す
る
な
ど
町
民

の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
は
、

特
に
環
境
問
題
に
精
通
し
た

人
に
詳
し
く
説
明
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
ベ
ス
ト
で
あ
る

と
思
う
。
そ
こ
で
新
年
度
は

環
境
省
か
ら
講
師
を
招
い
て

　
　
　
町
長
　
新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
は
、
今
ま
で
様
々
な
支

援
策
を
講
じ
て
き
た
。
特
に

商
品
券
事
業
に
つ
い
て
は
町

内
で
の
需
要
が
大
き
い
た

め
、
コ
ロ
ナ
で
疲
弊
し
た
町

民
や
町
内
事
業
者
に
好
評
で

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
町
内
で
の
P
C
R
検
査

に
つ
い
て
は
、
西
吾
妻
福
祉

病
院
と
へ
き
地
診
療
所
で
実

施
さ
れ
検
査
数
は
、
併
せ
て

6
0
0
件
を
超
え
る
。
ま
た

濃
厚
接
触
者
に
対
し
一
定
期

間
自
宅
待
機
と
な
る
た
め
保

健
所
の
指
示
に
よ
り
必
要
に

応
じ
て
買
い
物
等
の
生
活
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と

も
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が

ら
新
た
な
支
援
策
等
を
講
じ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
が
こ
れ
ま
で
講
じ

　
　
　
て
き
た
様
々
な
支
援

策
に
つ
い
て
、
多
く
の
町
民

が
喜
ん
で
い
る
と
思
う
。
最

近
で
は
変
異
型
ウ
イ
ル
ス
の

発
生
な
ど
も
あ
り
、
未
だ
に

終
息
す
る
見
通
し
が
立
っ
て

い
な
い
。
今
後
も
町
内
で
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は

心
の
こ
も
っ
た
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。
ま
た
感
染
者
の

濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合

で
自
宅
待
機
と
な
っ
た
人
は

特
に
大
変
だ
と
思
う
の
で
買

い
物
支
援
等
は
是
非
お
願
い

し
た
い
。
　
　
　

町におけるコロナ感染対策の

今後の支援策とPCR検査状況は

町民へSDGｓの取り組みの

重要性の説明を

ゴ
ミ
分
別
を
テ
ー
マ
に
懇
談
会
を

実
施
し
、
周
知
す
る

　
　
　
八
ッ
場
ダ
ム
が
完
成

　
　
　
し
一
般
会
計
予
算
も

漸
く
本
来
の
長
野
原
町
の
予

算
規
模
と
な
り
、
本
年
は
町

長
の
目
指
す
オ
ー
ル
長
野
原

で
町
づ
く
り
を
す
る
第
一
歩

と
な
る
重
要
な
年
に
位
置
付

け
ら
れ
る
と
思
う
。
町
長
の

施
政
方
針
に
つ
い
て
伺
う
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
し

て
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構

想
を
策
定
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
の
重
要
性
を
町
民
に
分

か
り
易
く
説
明
を
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
思
う
が
町

長
の
見
解
は
。
ま
た
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
構
想
策
定
に

つ
い
て
具
体
的
な
説
明
を
伺

い
た
い
。

　
　

　
　
　
町
長
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

　
　
　
町
民
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
新
年
度
は
町
民

を
対
象
に
ゴ
ミ
分
別
を
テ
ー

マ
に
懇
談
会
を
計
画
し
て
お

り
幅
広
く
周
知
し
て
い
き
た

い
。
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

構
想
策
定
に
つ
い
て
は
、
町

内
で
活
用
可
能
な
木
質
や
家

畜
排
泄
物
、
そ
し
て
最
近
問

題
視
さ
れ
て
い
る
食
品
廃
棄

物
な
ど
が
バ
イ
オ
マ
ス
の
原

料
と
し
て
活
用
で
き
る
と
考

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
環
境
問
題
を

　
　
　
考
え
た
場
合
、
地
域

に
於
い
て
真
剣
に
環
境
問
題

を
語
れ
る
人
材
を
一
人
で
も

多
く
育
て
て
行
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
。
施
政
方
針
は

全
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
繋
が
る
施

策
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
近
年
の

自
然
災
害
は
環
境
破
壊
に
よ

る
自
然
界
か
ら
の
警
鐘
で
あ

る
と
思
う
。
環
境
問
題
の
重

要
さ
を
真
剣
に
考
え
ら
れ
る

人
を
こ
れ
か
ら
も
育
て
て
行

く
こ
と
に
力
を
注
い
で
行
き

た
い
。

　
　
　
町
で
は
、
コ
ロ
ナ
感

　
　
　
染
症
対
策
と
し
て
今

ま
で
商
品
券
の
支
給
、
子
育

て
支
援
、
事
業
継
続
支
援
な

ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
支
援

が
行
き
届
か
な
い
町
民
も
居

る
と
思
う
。
こ
う
し
た
町
民

に
対
し
て
の
今
後
の
支
援
策

を
何
か
考
え
て
い
る
か
。
　

ま
た
感
染
が
疑
わ
れ
る
方
の

病
院
や
保
健
所
で
の
対
応
や

P
C
R
検
査
の
状
況
を
伺
い

た
い
。 交

付
金
等
を
活
用
し
た
支
援
の
実
施
を
行
う

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
福
祉
病
院
と
診
療
所
で
６
０
０
件
超

　
　
　
町
長
　
商
品
券
事
業

　
　
　
は
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
思
う
。
変
異
型
ウ

イ
ル
ス
の
広
が
り
も
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
は

ま
ず
町
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
安
全
に
且
つ
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
。
ま
た
濃
厚
接

触
者
の
方
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
本
人
の
意
思
を
大
切
に

し
つ
つ
保
健
所
の
指
導
の
も

と
に
行
政
が
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

役場エントランスホールのモニターで議場の様子が見られます。
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編
集
後
記

　暖
か
い
日
差
し
に
心
も
弾

む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
、
先
の
見

え
な
い
不
安
に
駆
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
あ

た
り
前
が
通
用
し
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
新
た
な
可
能
性

も
芽
生
え
始
め
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
、
現
状
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
な
が
ら
変
化

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
た
ち
議
員
の
任
期
も

折
り
返
し
地
点
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
ん
な
時
こ
そ
笑
顔
と

希
望
を
忘
れ
ず
に
町
民
の
力

を
合
わ
せ
、
よ
り
良
い
未
来

へ
進
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２月臨時会や３月定例会の内容をお伝えします
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　八ッ場ダムを望む湖岸に綺麗な桜が咲きました。この桜は、八ッ場あがつま湖の周囲を桜でいっ

ぱいにする「やんば一万本桜プロジェクト」によって植樹されたもので、多くの方から寄付金・募

金が集まり現在までに約３，０００本の苗木が植えられました。令和2年には地元有志を中心に「桜

守の会」が発足し、維持管理等のボランティア活動により大切に育てられています。
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